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５
月
27
日
、
参
議
院
本
会
議
で

「
医
療
保
険
制
度
改
革
関
連
法
案
」

が
自
民
、
公
明
、
維
新
な
ど
の
賛

成
多
数
で
強
行
成
立
さ
れ
ま
し
た
。

成
立
し
た
法
律
は
、
国
民
の
い

の
ち
と
人
間
ら
し
く
生
き
る
権
利

を
奪
い
、
保
険
料
の
値
上
げ
、
患

者
の
負
担
増
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
、

国
民
皆
保
険
制
度
を
解
体
に
導
く

悪
法
で
あ
り
、
強
行
採
決
に
断
固

と
し
て
抗
議
す
る
も
の
で
す
。

「
医
療
保
険
制
度
改
革
関
連
法
案
」

の
審
議
時
間
は
参
考
人
質
疑
を
あ

わ
せ
て
も
、
衆
議
院
は
22
時
間
、

参
議
院
は
23
時
間
程
度
で
、
国
民

の
い
の
ち
と
暮
ら
し
、
将
来
に
関

わ
る
重
要
な
法
案
で
あ
り
な
が
ら

短
時
間
の
審
議
と
な
り
ま
し
た
。

審
議
で
は
、
与
野
党
を
問
わ
ず
、

法
案
に
対
す
る
懸
念
が
次
々
に
出

さ
れ
、
問
題
点
も
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
政
府
与
党
は
、

「
法
案
成
立
後
に
関
係
審
議
会
等

で
詳
細
は
決
め
る
」
な
ど
の
答
弁

に
終
始
し
、
正
面
か
ら
答
弁
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ

の
よ
う
な
審
議
を
経
て
の
強
行
採

決
は
、
患
者
・
国
民
の
声
に
耳
を

傾
け
る
こ
と
の
な
い
数
の
力
に
よ

る
暴
挙
で
あ
り
、
議
会
制
民
主
主

義
の
否
定
で
も
あ
り
ま
す
。

安
倍
首
相
は
、
小
泉
政
権
時
を

上
回
る
社
会
保
障
費
抑
制
路
線
を

進
め
な
が
ら
、
消
費
税
増
税
を
強

行
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
「
財
政

制
度
等
審
議
会
」
で
は
、
財
務
省

が
更
な
る
削
減
計
画
を
提
案
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
以
上
の
社
会
保
障

削
減
は
断
じ
て
許
せ
ま
せ
ん
。

引
き
続
き
、
「
戦
争
法
案
」

「
労
働
者
派
遣
法
改
悪
法
案
」

「
社
会
福
祉
法
人
改
悪
法
案
」
等

に
き
っ
ぱ
り
と
反
対
し
、
「
戦
争

と
社
会
保
障
は
相
い
れ
な
い
」
と

の
世
論
を
広
げ
、
安
倍
暴
走
政
権

ス
ト
ッ
プ
の
声
と
要
求
を
掲
げ
、

社
会
保
障
拡
充
運
動
を
広
げ
て
行

き
ま
し
ょ
う
。

東
京
社
保
協
は
、
医
療
保
険
制
度
改
革
関

連
法
案
の
国
会
審
議
を
通
じ
て
、
国
会
議
員

要
請
行
動
や
、
国
会
前
集
会
、
委
員
会
傍
聴

行
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

参
議
院
で
は
、
審
議
入
り
の
５
月
13
日
を

皮
切
り
に
、
５
月
14
日
、
19
日
、
20
日
、
21

日
、
26
日
と
連
続
し
て
国
会
行
動
と
厚
労
委

員
会
・
参
考
人
質
疑
、
５
月
27
日
の
本
会
議

な
ど
の
傍
聴
行
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

ま
た
、
東
京
社
保
協
は
中
央
社
保
協
と
共

催
で
５
月
19
日
、
26
日
に
院
内
集
会
、
５
月

21
日
に
は
ヒ
ュ
ー
マ
ン
チ
ェ
ー
ン
会
議
主
催

の
緊
急
国
会
内
集
会
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

こ
の
行
動
を
通
じ
て
、
全
国
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
約
１
５
４
万
筆
（
東
京
約
12
万
筆
）
の

署
名
を
国
会
議
員
に
託
し
ま
し
た
。



５
月
15
日
、
「
安
全
・
安
心
の
医

療
・
介
護
大
運
動
」
東
京
集
会
実
行

委
員
会
と
し
て
、
都
営
桐
ヶ
丘
ア
パ
ー

ト
宣
伝
行
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

こ
の
宣
伝
行
動
に
は
、
実
行
委
員

会
参
加
団
体
を
は
じ
め
当
該
地
域
で

あ
る
北
区
社
保
協
や
板
橋
社
保
協
か

ら
約
30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

猛
暑
の
中
、
都
営
桐
ヶ
丘
ア
パ
ー

ト
の
約
２
千
戸
に
対
し
て
、
「
憲
法

い
か
し
て
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介

護
の
実
現
を
求
め
る
」
署
名
付
き
ハ

ガ
キ
を
全
戸
配
布
し
、
並
行
し
て
宣

伝
カ
ー
に
よ
る
宣
伝
行
動
も
行
い
ま

し
た
。

宣
伝
行
動
の
参
加
者
か
ら
は
、

「
全
戸
配
布
の
つ
も
り
で
各
号
棟
を

回
る
と
一
つ
の
号
棟
に
数
件
の
高
齢

者
が
す
ん
で
い
る
だ
け
の
号
棟
が
多

く
あ
り
、
併
設
の
商
店
街
が
あ
る
も

の
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
商
店
街
と
化
し
、

高
齢
化
が
進
む
中
で
「
孤
立
」
の
不

安
が
よ
ぎ
る
風
景
で
し
た
。
」
と
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

町
田
社
保
協
総
会
が
、
４
月
25
日

（
土
）
に
開
催
さ
れ
８
団
体
12
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

浦
田
会
長
の
「
社
保
協
が
地
域
の

た
め
に
な
る
活
動
を
進
め
て
行
き
た

い
」
と
の
挨
拶
を
う
け
、
事
務
局
長

よ
り
、
①
本
年
度
は
ま
ち
だ
・
さ
が

み
総
合
法
律
事
務
所
と
日
本
共
産
党

町
田
地
区
委
員
会
が
新
た
に
加
入
し

11
団
体
の
加
入
に
な
っ
た
こ
と
。
②

３
年
間
不
在
だ
っ
た
会
長
等
が
決
ま
っ

た
こ
と
。
③
毎
回
幹
事
会
で
ミ
ニ
学

習
会
を
実
施
し
た
こ
と
。
④
自
治
体

キ
ャ
ラ
バ
ン
等
に
参
加
し
た
こ
と
。

な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

討
論
で
は
、
町
田
地
区
労
か
ら
町

田
リ
ス
園
で
の
労
働
組
合
の
結
成
報

告
。
共
産
党
か
ら
は
、
市
議
会
で
新

年
度
予
算
が
市
長
提
案
通
り
可
決
さ

れ
、
四
つ
の
公
園
整
備
計
画
に
巨
額

な
費
用
が
か
か
る
た
め
、
学
校
の
備

品
費
が
ゼ
ロ
に
な
り
、
学
校
が
困
惑

し
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

方
針
で
は
、
東
京
社
保
協
と
と
も

に
社
会
保
障
解
体
攻
撃
を
ス
ト
ッ
プ

さ
せ
る
運
動
と
、
さ
ら
な
る
組
織
強

化
・
充
実
を
行
っ
て
い
く
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
新
副
会
長
の
池
田
氏
よ

り
、
「
政
府
は
憲
法
25
条
に
逆
行
、

互
い
に
励
ま
し
協
力
し
て
活
動
し
よ

う
」
と
の
閉
会
あ
い
さ
つ
で
総
会
を

終
了
し
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
、
第
２
部
と
し
て
学

習
会
を
、
町
田
南
第
１
高
齢
者
支
援

セ
ン
タ
ー
の
江
川
セ
ン
タ
ー
長
を
講

師
に
、
高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
の
紹

介
と
第
６
期
町
田
市
介
護
保
険
事
業

計
画
の
説
明
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。講

演
で
は
、
介
護
保
険
「
改
正
」

と
し
て
、
①
町
田
の
基
準
保
険
料
額

が
５
３
９
０
円
に
。
②
特
養
の
新
規

入
居
者
は
要
介
護
３
以
上
に
な
る
が
、

特
例
入
居
者
は
市
の
意
向
が
強
く
反

映
さ
れ
る
。
③
８
月
か
ら
サ
ー
ビ
ス

利
用
料
が
２
割
に
な
る
人
が
で
る
こ

と
。
④
町
田
市
は
、
17
年
４
月
か
ら

要
支
援
の
訪
問
・
通
所
介
護
が
市
の

事
業
に
移
行
し
、
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
サ
ー
ビ
ス
等
を
振
り
分

け
る
こ
と
。
⑤
要
支
援
を
新
制
度
で

は
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
判
断
す
る

が
、
第
６
期
の
中
味
は
ま
だ
決
ま
っ

て
い
な
い
こ
と
が
多
い
こ
と
。
な
ど

が
話
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
学
習
会
に
は
18
人
が
参
加
し
、

地
域
の
人
材
活
用
に
学
習
の
保
障
と

介
護
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
れ
る

の
か
な
ど
、
多
く
の
質
問
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

（
事
務
局
長

八
柳

ひ
ろ
子
）
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東
村
山
社
保
協
は
、
６
月
14
日

に
「
第
２
回
東
村
山
社
会
保
障
活

動
交
流
会
」
を
、
東
村
山
市
民
セ

ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
す
。

こ
の
交
流
会
は
、
東
村
山
に
あ

る
社
会
保
障
推
進
に
関
わ
る
活
動

を
し
て
い
る
様
々
な
団
体
が
、
お

互
い
に
日
常
の
活
動
や
思
い
を
演

題
と
し
て
発
表
し
あ
い
、
団
体
間

の
交
流
と
今
後
の
運
動
の
推
進
を

は
か
り
、
市
内
社
会
保
障
運
動
の

活
性
化
と
「
愛
」
と
「
勇
気
」
を

も
ら
え
る
交
流
会
で
す
。

第
１
回
（
昨
年
２
月
開
催
）
の

参
加
者
か
ら
は
、
「
東
村
山
の
社

会
保
障
運
動
の
歴
史
と
人
々
の
努

力
に
改
め
て
心
が
震
え
た
」
な
ど

感
動
の
コ
メ
ン
ト
も
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

今
回
の
交
流
会
に
は
、
東
京
土

建
東
村
山
支
部
、
年
金
東
村
山
支

部
、
新
婦
人
、
西
都
保
健
生
協
東

村
山
支
部
と
北
多
摩
生
協
診
療
所
、

養
育
院
分
会
、
原
水
協
東
村
山
協

議
会
か
ら
発
表
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

（
会
長

武
城

卓
二
）

５
月
10
日
、
「
第
６
回
ま
ち
だ

な
ん
で
も
相
談
会
」
が
小
田
急
線

町
田
駅
カ
リ
ヨ
ン
広
場
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
相
談
会
に
は
、
町
田
社
保

協
、
ま
ち
だ
・
さ
が
み
総
合
法
律

事
務
所
、
東
京
土
建
、
新
婦
人
、

町
田
学
童
保
育
分
会
、
町
田
地
区

労
な
ど
か
ら
ス
タ
ッ
フ
70
人
が
参

加
し
、
相
談
件
数
は
34
件
で
し
た
。

当
日
は
、
台
風
一
過
の
大
変
暑

い
日
で
し
た
が
、
相
談
会
場
に
は
、

恒
例
の
「
あ
そ
び
の
広
場
」
を
設

け
、
学
童
指
導
員
に
よ
る
「
け
ん

玉
遊
び
」
や
土
建
が
用
意
し
た

「
木
っ
端
遊
び
」
も
行
い
ま
し
た
。

相
談
会
を
知
っ
た
き
っ
か
け
は
、

「
通
り
す
が
り
」
が
３
割
強
、

「
チ
ラ
シ
」
が
３
割
弱
、
そ
の
他

４
割
で
し
た
。

相
談
で
一
番
多
か
っ
た
の
は

「
暮
ら
し
」
と
「
労
働
・
雇
用
」

が
各
７
件
、
「
年
金
」
が
６
件
、

２
年
間
連
続
で
多
か
っ
た
「
相
続
」

が
４
件
で
し
た
。

消
費
税
が
上
が
っ
た
の
に
年
金

が
減
ら
さ
れ
、
暮
ら
し
に
困
っ
て

い
る
方
が
さ
ら
に
増
え
た
の
か
、

相
談
者
の
４
割
が
70
歳
以
上
で
し

た
。ま

た
、
こ
の
相
談
会
は
毎
年
５

月
の
第
２
日
曜
日
に
開
催
し
て
い

ま
す
が
、
市
民
に
定
着
し
た
の
か
、

昨
年
・
今
年
と
２
年
連
続
で
相
談

に
み
え
る
方
も
い
ら
し
ゃ
い
ま
し

た
。

（
町
田
社
保
協

八
柳

ひ
ろ
子
）
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